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太平洋地域の上部新生界(その2)

～第1回太平洋地域新第三系国際会議よ

り～

福田

理･名取博夫(燃料部)

5.分科会における講演から

A.微化福層位学

S醐NIYム船NおよびA珊MI(BanarasHinduUniver-

sity)はアンダマン海のRitchie'sArchipe1ago,Strait

島ROmd高およびGuitar島の浮遊性有孔虫による

生層位について講演した.それによればこの地方に

は次の17の帯が認められる.

1)GZoろ｡ηo肋〃α尾秘9ゐれ.Zone

2)Cα勿カ∫y3κα"∂ゐ㏄.刎〃あZone

3)Cα〃カ5y4πα工5切ゴ物加ブ肋{Zone

4)GZoろ由εブ加α旭ZZα加舳6切Zone

第18図αoろ｡ブ｡肋肋肋g伽5BoI-LI×105

A:背面B:口側面C:腹面(PosTUMム1971より)

第19図αoろ柘3r肋〃2〃α加醐2切CUsE舳NandSTAINF0Rm

砵　

A:背面B:側面C:腹面(PosTU皿A1971より)

5)P汽鵬｡κろακηα9Zo刎6ηo∫αZone

6)GZo6o"o肋κα加ん∫コカθブφん6κoκoれ3αZone

7)GZo6o"o物κα允ん∫ゴ加曲壬Zone

8)GZoろ｡κo勿〃α加尻3ゴZoろα勿Zone

9)GZoろ｡"o物κα力ん躰.ηoろ〃3切Zone

10)GZoろ｡κo肋κα3あ尾θ犯3ゐZone

11)GZoろ｡ηo物κα刎召れακ♂あZone

12)N609Zoろ｡q〃α3プ加"α605¢αθ〃3ゐZone

13)GZoろ｡戸｡勿κα工〃刎ゴゐ力Z65あ`〃刎タ3〃Zone

14)GZoろ｡κo物Z加τ泌〃あ6〃工〃伽ケ6αZone

15)助んθκoゴ∂伽θ〃α6θん売｡ε刀亙Zone

16)GZ0ろ0κ0玄αZ加τ05α6"5売姥""クエ乃θ6αZOne

17)GZoあ｡力｡物Z加あプ〃16α〃Z加｡タ3ωZone

また次の9つの浮遊性有孔虫による年代基準面は広

い地理的分布を有しアンダマン海の上部新生界とカリ

ブ海メキシコ湾赤道太平洋および地中海のそれと

対比するのに有効である.

1)Extincitionofαoろ｡閉切伽足〃91αゼB0LLI(図18)

2)Initia1apPearanceofGZoろ幽61一加α姥〃α加舳θ〃CUsH･

MムNandST且INF0ETH(図19)

3)Initia1apPearanceofPブ｡ω沁〃〃ηαgZo〃κκ03α(BL0w)

(∫.1.)

4)Initia1appearanceof01曲〃舳舳肋閉〃∫BR6NNI皿州N

(図20)

5)ExtinctionofGZoろ桓6グ加ακZZα{η∫閉切CUsHM州Nand

STムINFoRTH

6)ExtinctionofGZoろ｡κo勿〃α加ん3ク加州タ(senceB0LLI)

(図1)1ineage

7)Initia1apPearanceofN80gZoろ｡q〃α3ブクれα〃603加烙れ5ゐ

(BI.ow)(図24)

8)Initia1appearanceof助んα6κo左6ゴ〃6〃αゐんゐαη∫(PAR-

KERandJones)(図21)

9)Initia1apPearanCe0土GZoろ｡ηoむακα去r〃η6α`〃〃閉｡クゐ5

D'O冊IGNY(図22)

図200rろ〃加α舳肋榊伽BR伽NIM且NN

A:背面B:側面(名取原図)

�㈶

図21助加κo〃;榊〃αゐ〃∫6醐∫ゐ乃6κ例∫(P畑醐RandJ0N鵬)

破�

A:背面B:側面C:腹面(N佃0R11976より)�
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α0ろ0械α肋肋g伽{(図18)の初出現は中新統の始

まりを印づける.中部中新統の基底は0%〃伽伽肋一

ズα伽(図20)の初出現に上部中新統の基底はル0gZ0一

ろ0μ"ブ加α"60吻伽ぬ(図24)の初出現に鮮新統の

基底は助ん〃ブ0脇ηθZZαゐ肱68〃3(図21)の初出現に

そして鮮新統のトップはα0ろ0τ0肋伽榊伽肋Z伽肋5

(図22)の初出現におかれる.

KムD畑(インドネシア地質調査所)の講演は中央ジ

ャワのSentolo累層の浮遊性有孔虫による生層位を扱っ

たものであった.それによれば浮遊性有孔虫の種の

初出現によってSento1o累層(下部中新統～鮮新統)

は下位のものから次の13の帯に分けられる.

1)αoあ勧伽｡励3〃Zoろ伽

2)αo6由ε〃ηo{ゐ"あ伽伽(図23)

3)0κ肋伽α舳肋閉肱(図20)

4)αoろ｡〃α伽加ψ加ηo〃〃α

5)GZ060κ0オακαカブω功ん∫'

6)αo6oro物価加加ゴ(図1)

7)GZ0ろ0グ0`ακαZ0ろατα

8)αo6抽ぴ加α刎助6刎加∫(図11)

9)αoろ｡ηωα肋伽｡並〃η曲3(図24)

10)GZ0ろ0κ0fα"α力Z召∫ゴ0f刎〃あ3ω

11)αoろ｡ro肋肋肋刎〃α(図5)

12)助ん〃"oケ"〃θ"α庇"∫06れ∫(図21)

13)αoあ｡κo切伽む｡∫㏄勿血3(図25)

上の1)はα0あ紅ブ初0肋5切Z0ろ〃3の初出現と

αoろ紐r加｡肋5∫加舳5(図23)の初出現に挾まれる間

隔帯(intervaLzone)であり2)以上のものについて

も同様である.KAD畑はBmw(1969)のN.13

N.14およびN.15を欠くと結論しているがこれら

は7)と8)の間に入ることになる.法ぜならαo･

ろ0伽泌α肋励αが存在するのはBL0w(1969)のN.12

およびN.13の両帯でありまたαo陸θブ初αη物η妨ω

(図11)が存在するのはN.14からN.19/20にわたる

6帝であるがGZo5om肋伽αc05肋〃5ゴ5(図24)が初め

て出現するのはBL0w(1969)のN.16の下底であるか

らである.インドネシアの新第三系ではBmw(1969)

の上記の3帝が広域にわたって欠如している.これは

わが国についても同様でありこのような帯の欠如の原

因となった地変を首藤次男(1963)は西南日本におい

て高千穂変動と呼びまた福田･石和田靖章(1964)

は関東において東松山時階の変動と呼んでいる.

VoL0舶IN0砒(レニングラｰド石油研究所)およびS正

ROTA(ソ連科学アカデミｰ地質研究所)の新第三紀に

図22αoあ｡ro肋1地(Gloあ｡ro肋1加)炉舳6〃〃κ伽〃側(D,

げ��天��

A:背面B:口側面C:腹面(N畑｡R11976より)

図23αoろな〃加｡〃θ"{ω刎洲DES冊趾Nエx60

A:背面B:側面C:腹面(PosTU雌1971より)

図24αoろ｡τo切伽(丁鮒あ070〃1加)伽05サ伽榊ゐBL0w-x98

〔昌1Vωgloあ｡榊"3〃勿ωωo∫〃8伽6∫(Bム｡w)〕

A:背面B:口側面C:腹面(N蛆0R11976より)

十���

A1背面.B:口側面C:腹面(NムT0R11976なり)

図260〃加榊刎伽αゴψo〃伽AsムN0x17.5

A:口御両B:旋回両(AsムN01951より)�
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おける太平洋地区の西北部でみられる有孔虫の進化に関

する論文はM酬N囲によって代読された.それによ

れば樺太カムチャツカKoryak高地千島列島

およびCOmmandar諸島における新第三紀有孔虫群集の

特徴は砂質および石灰質の底棲有孔虫の種が広く分布

しているのに対して浮遊性種がほとんどみられないこ

とである･ときにみられる浮遊性有孔虫はαo陸θブ加

属の僅かな数の種だけである.この地方の新第三紀に

おける有孔虫群集の進化過程には次の5段階が認めら

れる.

第1階漸新統に比べてか桂りの率(80%まで)で新顔が

出ている.深海相では〃〃伽｡肋θZZα,0ツ6Zα刎〃〃α(図

26)および比カ肋加α醐0肋5がまた浅海相では13Z伽一

助伽およびエルブイデイウム科(E1Phidiidae)が樺太の

Neve1skianおよびChekhovianにそしてカムチャツカの

Utkho1ok･Viマenetekianに卓越している.

第2階この階を通じて浅海性有孔虫群集カ茎広い分布を示

す.中でもエルブィデイウム科ノユオン科(Nonionidae)

およびイズランデイェラ科(Islandie1エidae5がさまざまな頻

度で産出するほかブユリミナ科(Buliminidae)もみられ

る.樺太のDuyanおよびカムチャツカのKu1uvena･Ilin-

s良ianには砂質有孔虫が知られている淋"〃伽α加ZZαは

みられない.

第3階この階には新しい群集要素を運んだ海進に関連し

た有孔虫群集の進化がみられる.浮遊性有孔虫および温･暖

海を好むA伽刎｡"αの出現彫刻の完全なエルブィディウム

科(8α励η6ZZα)の多産および"〃伽｡肋6ZZαの再出現が

みられるのもこの階(樺太のSertunayanおよび下部Okoby･

kayanカムチャツカのKakert五an)である.

第4階この階に入ると有孔虫の組成が一変する.すな

わち第4階(樺太の上部OkobykayanおよびTakoyan

カムチャツカのEtaIonaおよびErmanovka)にはA刎刎｡一

〃αはなく有孔虫群を特徴づけているのは北極海系のもので

ある.

第5階この階(樺太のPomyrianカムチャツカのEne･

mtenian)には海進によって現代型の新しい有孔虫類が導入

された.

千地万造(大阪市立自然科学博物館)および紺困功

(奈良高等学校)の講演は日本の中新統中部階に関す

るものであった･彼等は日本の太平洋岸の中新統中

部階の模式セクションはフォッサ･マグナおよび関東

地方を含む中央目本内にとられ在ければ抵らないとし

池辺展生および浅野清(1973)によって暫定的に提案

された鏑階(KaburanStage)に論及した.講演者に

よればこの階の模式は北関東富岡地区を流れる鏑川に

沿って露出する一連の地層群の一部である.そして

この階はBmw(1969)のN.10からN.15までの藷

帯をカバｰするとされている(図27).

板鼻累層.

越沢累層

相野田累層･
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図27北関東富岡地区における浮遊性有孔虫の層位分布.

(C且IJIandK0NDム1976より)

左側の数字は試料番号図29の試料番号と一致する.

黒丸は初出現を示す.�
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模式地区の富岡層群の浮遊性有孔虫による分帯は次の

とおりである.図28および図29のLoc.4～Loc.19お

よびLoc.81～LOc.86を含む一連の地層群がBmw

(1969)のN.9～N.14の諸帯にまたがる鏑階の模式セ

クションとしてここに指定される.αoろ紅ブ加α鮒

μ励加3(図11)基準面は越沢累層の基底である.この

基準面直下の凝灰岩のK/A年代は11.4×106年である.

鏑階の基底の境界は原田篠累層の基底〔0ブろ刎伽α5伽一

チ初伽(図20)基準面〕におかれる.しかし富岡層群

の最上部の板鼻累層は粗粒堆積物で有孔虫化石を含ま

ないので鏑階のトップの境界は未確定である.予察

の結果ではこの境界は下部一身延地区の富士川沿いに

分布する富士川層構の身延累層の下部〔α0ろ0κ0肋伽

〃0晩θ刎ゐ(図24)基準面を含む〕の中にありそうであ

る(図30).

最近ある企業の精査によって北関東地区の富岡層

灘内に顕著な傾斜不整合が発見されたという.したが

ってこの地区に関してはこの“不整合"の再検討が

望まれる､その結果如何によっては浮遊性有孔虫層

序の再編成が必要になるかも知れたい.

栗原謙二(立教大学)は関東地方の中新統中における

浮遊性有孔虫の層位学的分布について講演した.彼が

研究したセクションは中･下部中新統については高崎

地方にまた中･上部中新統については房総半島の小

櫃川沿いの地方におかれた.中新統の最下部にはC"

¢砂似み㏄α〃0伽ωかα0あなεグ加励ZZα加舳物(図

19)P㎜60ブ加伽α4o榊κ03αおよびαoろ紅ブ加｡〃63

ろ幼加ブ壬伽と共産している.G肋紐伽肋伽加5吻α

(図19)はCα妙ηみα"の消滅後もずっと見られる.

0ブ5〃伽α3〃肋ブα伽(図20)の初出現の直後本種は

αo5組r加｡肋35紗加rタ6ωおよびP伽θoブ肋伽αと

ともに消滅する.このレベノレより上ではG肋｡ヅ｡物肋

加ん3{のグノレｰプが重要である.G力胆力ん5{(図

1)はしばしばG加ん3{μψ加グ0㈹ηゐ(図31)と共

産し両者ともほとんど同時に絶滅したようである.

G加加〃｡5肋およびG加ん5け0肋吻は講演者の研

究対象地にはみられない.αoあ｡κo勉励刎θη伽脇が

出現するのはσ加版加3"(図1)の消滅直後であ

る.肋"伽{α肋α仰伽α炊(図32)はGθ0Z0ブ0切肋

刎〃θ"が消滅した後に出現する.α0娩θ伽αη砂肋一

価5(図11)は最上部中新統から下部鮮新統にかけて産出

頻度が高くなっている.αoろ｡ブ肋伽伽侶α枇α6が

出現するのはαη砂伽伽∫(図11)が消滅するより前

である.

BL0w(1969)の帯の中にはマｰカｰ種の欠如あるい

はその産出が稀たため(たとえばN.11およびN.12)
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1皿井戸沢累層
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麗基盤

図28富岡市およびその周辺の地質図数字は有孔虫試料番号

(C亙IJIandK0N]〕ム1976より)
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図29富岡層群の地質柱状図数字は有孔童試料番号

(CHIJIandK0NDム1976より)�
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図30

富士川沿岸の身延およ

しもぺ

び下部面累層における

浮遊性有孔虫の分布

(C宜IJIandK0NDA

1976より)

系統樹上の一部の種の欠如のため(たとえばN.10)また

は種の層位的存在区間が異なるため(たとえばN.7)に

本来の定義のままでは認められないものがある.講演

者は下位から次のような帯を認めている:

れば西南日本の太平洋側の後期新生代のセクションか

らは70以上の浮遊性有孔虫種が記録されている.代

表的なセクションである沖縄島の島尻層群には下位よ

り次の9つの年代基準面が認められた.

Cα士ψ3yみ伽伽ゴωω∫帯

αoろ独ブ加肋ZZα加∫雌1α(図19)帯

αoろα似α伽加版加"力ん6κoプ｡〃ゐ(図31)帯

αoろ｡伽α伽加ゐ∫ゴ加版(図1)帯

αoろ｡刎α伽刎αW〃帯

未命名帯

G肋0伽α伽刎〃g〃伽6帯

講演者の研究についても先に紹介した千地･紺田の

研究の場合と同様に當岡層群申の傾斜不整合解明の宿

題が残されている.

名取博夫(地質調査所)は西南日本の後期新生代の浮

遊性有孔虫による生層位について講演した.それによ

αoろ｡ηo工ακα(伽%o伽〃α)ω60∫倣刎血∫(図24)基準面

マｰカｰ種はG.(τ)ω〃加〃｡∫αから直接進化したもの

であろう.

αoろ｡プ｡〃加(αoろ｡κo舌α伽)肋"ゐ力Zo血｡肋㎜{ゐ(図33)

基準面

G励｡倣α伽(αoあ｡rofω伽)伽1℃肋〃"αは上記のマｰ

カｰ種の先祖と考えられる.

肋〃ε〃α伽αか伽ακ3(図32)基準面

マｰカｰ種はαoろ｡κoあα"α(丁伽ろ｡κo物価)肋伽伽03α

抑鵬伽舳κ05α(図34)から直接進化したものであろう.

αoろ｡伽α伽(αoろ｡プ｡`α伽)肋〃ゐ肋"ゐ(図5)基

準面

マｰカｰ種はG一(G)肋〃"αヵゐ血｡物"ゐ(図33)の直

系の子孫であろう.

助んακo泌鵬ZZαゐ〃3α勿∫加刎α〃閉(図35)基準面

マｰカｰ種は助ん〃κo滅刎3Z肋5ゴ∬必ゐ肱6ε伽力倣πみ

秋66舳の直系の子孫であろう.

図31αoろ｡τo勿1加ク榊φ加roグ｡閉ゐBLowandBANNER

�　

A:背面B:口側面C:腹面(PosTuMム1971よ

り)

図32冊〃舳加〃伽少〃刎〃{∫BANN囲andBL0wx48

A:背面B･･口側面C:腹面(NムT0R11976より)�
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αoろ｡伽ακα(αoろ｡κofα伽)閉馴Z〃α(図36)基準面

マｰカｰ種はαoろ｡伽αZあ(αoろ｡ro¢αZ主α)かωゐ〃｡一

α"oαに由来するものであろう.

α05伽0切Zあ(7切ブろ0κ0f"ゴα)ん〃閉6グ0∫αん〃刎8閉5α(図37)

基準面

G｡(T.)肋〃ぴ｡∫α〃伽肋伽ビ畑α(図34)はマｰカｰ種の

直系の祖先である.

αoあ｡伽α伽(τ〃伽伽α"α)105α6犯5主∫(図25)基準面

αo6o〃α伽6πα∫∫α加1'ア仙06ωη{6αはマｰカｰ種の直系

の先祖であろう.

αoろ｡肋α伽(αoろ｡κofα伽)榊伽6α肋伽｡倣∫(図22)基

準面

マｰカｰ種はG.(T.)f05ωz3ゐ(図25)から直接進化した

ものであろう.

以上の年代基準面を含む島尻層群は上部中新統から

下部鮮新統にまたがる.以上の相隣る年代基準面の組

合せによって8つの間隔帯(inte工va1-zOne)ができるこ

とは自明の理である.これらの間隔帯とBL0w(19

69)の帯との関係は次のとおりである.

G｡(T.)αoo∫吻刎"kto(享.(G.)工〃〃z{6α力Z6∫'oま〃〃ガ6α

Interマa1-zone:N.16

G.(G.)工泌〃〃ゐ力Z6∫オ0τ〃〃z壬6αtOP.カブタ〃zακ3Inte｢va1･

zone:N.17の下部

P.クグ〃〃ακ∫toG.(G.)勿〃れ左6α〃〃〃'aαInterva1-zone:

N.17の上部

G.(G.)〃〃〃ゴ｡=ατμηz'6αto3.6θんム66〃5{ηzηzα右〃ブαInter･

癡������

8.ゐんあ66れ5ゴ〃τ〃zα亡〃καtoG.((享.)秘〃8〃Zα之αInterva1-

zone:N.19とN.20を合せたものの下部

G.(G.)〃〃9〃枕αtoG.(T.)加刎舳｡∫α肋伽θ伽αInter-

va1-zone:N.19とN20を合せたものの中部

G.(T.)ん〃〃κ703ωん刎〃〃κ03αto(∋.(71.)あ｡∫αθ刎“bInter-

val-zone:N.19とN.20を合せたものの上部

(享.(τ.)f050z椛5ゐtoG､(G.)エフ〃れ｡αむ刎〃椛｡ゴ∂側Interva1-

����℀

G･(G･)炉舳6α肋伽｡肋∫(図22)基準面から上はこ

の種を冠した部分区間帯(partia1･range･zone)とたるが

これはBL0w(1969)のN.22そのものである.中部

中新統と上部中新'続の境界はG｡(τ)α･0腕θ〃56∫(図

24)基準面より僅か下位にありまた中新･鮮新両統

の境界はG･(G.)肋〃ゐ肋〃ゐ(図5)基準面と

8･ゐ肋36伽伽伽肋伽(図35)基準面の間にある.

鮮新･更新両統の境界はもちろんG.(G.)榊η6伽Zタ

η0肋5(図22)基準面の近くにある.

以上の推論の基礎となった沖縄島の島尻層灘中の重要

な浮遊性有孔虫の層位学的分布は図38に示すとおりで

ある.また本講演の内容の細部については次の論

文を参照されたい.

図33Gloろ｡ガ｡物1分(αoろ｡ro切1加)物榊〃ωφ1`56o肋刎壱ゐ

BL0wandBANNEB×8里

A:背面B:口側面C:腹面(NAT0R11976より)

図34αoろ｡ブ｡肋1加(丁鮒あ｡ro物肋)伽刎κo∫ωクr鵬肋閉伊｡∫"

N畑0BIx61

A:背面B:口側面C:腹面(NAT0R11976より)

図35助加κo〃4榊〃ωゐ〃∫6肋3{刎刎"'鮒α(CUsHM州)×45

A:背面B1口側面C:腹面(NAT0R11976より)

図36αoろ｡ro切伽(αoろ｡ro勉励)伽g〃枕切B囲皿亡DEzx57

A:背面B:口側面C:腹面(N畑0E11976より)

図37αoあ｡τo肋Z加(7脈ろ｡ガ｡初Z伽)肋刎κo〃伽刎κo∫α

丁蛆虹ムN五GエandSムIT0x62

A:背面B:口側面C:腹面(NAT0R11976より)�
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図38沖縄本島の島尻および知念両セクションにおける浮遊性有孔虫の層位的分布と進化系列(N蛆0R11976より)

N且ToRI,H.,1976,Plan虹｡nicforaminiferalbiostratigraPhy

慮�慴畭�慮�楮��慴���ど��業��特

sequenceinOkinawa-ji㎜a,Japan:P関節鮒in"乞伽｡一

切Zθo物1･馴,P皿214-243,P1s.1-6.

LI蝸(ワシントン大学)の講演はアリュｰシャン深海

平原(Site183,DSDPLeg19)から採取されたコアの

中新統の放散虫および珪質鞭毛虫による分帯を扱ったも

のである.Site!83はアリュｰシャン深海平原の北縁

に近い深度4,708mのところに位置している(北緯52.

34,301;西経161.12.33').掘削深度は516㎜でその

うち505mまでは堆積物であった.この部分の層序の

概要は次のとおりである.(乱)O-210m.完新統～中

部中新統の遠洋性堆積物で珪藻に富むシルト質粘土お

よび珪藻軟泥から祖り185m以浅には火山灰層が挾ま

れておりまた127m以浅には氷にくっついて運ばれて

きたと思われる小磯が含まれている.(b)210-239皿.�
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下部中新統～上部漸新統の貧化石遠洋性堆積物である.

(c)239-248m.中～下部漸新統の超微化石からなる

チョｰクである.(d)248-501m.下部漸新統～下部

始新統上部のタｰビダイト層でサイズの漸移的抵シノレ

トを伴う粘土およびシルト質砂層を伴い後者は下方に

向って多く放っている.(e)501-505m.下部始新

統(?)の超微化石石灰岩石灰質含鉄粘土および合

黄鉄鉱アラゴナイト質石灰岩からなる.基盤は塩基性

カンラン石玄武岩である.

深度0-210mのコア(番号1-21)は保存のよい放散

虫を含む.そのうち深度164-2!0mのコア(番号17-

21)には8脇･…ツ･〃刎･肋淋,〃･伽･･伽{舳･p.,

③物6砂36"αオ伽砂6閉のような中新世型の放散里が

見出される.A〃ψ伽〃舳加刎,肋Φブ搬加刎,および

``Acanthodesmid"に帰せられる少数の新しい種類も

番号21のコアから発見された.深度210-505mのコア

(番号22-39)には珪質微化石が貧弱である.

しかし中部中新統より上位については珪質鞭毛坦

類のよいシｰクェンスが認められる.そのうちタク

サの初出現によって認められる中新統の珪質鞭毛虫類の

サクセションは上位から次のとおりである.

Core17:一D畑ψんα〃ω砂66〃Z〃〃vaLμ〃エαgo舳∫(図39)

D,6グ〃似

Core18:肌3008〃αoカ℃〃Z伽var.αμoωZαオα.

Site183に認められる珪質鞭毛虫類のシｰクェンスは

先に講演者がカリフォルニアおよび日本から報告したも

の(LING,1971;1972)とよく一致している.狂お

Site183に関する全般的なことについては次の文献を

参照されたい.

TheShipboardScienti丘｡Party,1973,2.SITE183:Initia1

剥灯牴潦��������湧偲�散琬���灰�

���

酒井豊三郎(東北大学)は千葉県銚子地域の上部新生

界の放散虫による生層位について講演した.それによ

れば銚子半島の上総層群は下位より名流春目

小浜横根倉橋および豊里の6累層に分けられる.

磁気層位学的にみると春日累層横根累層の基底部

および同累層の中部に重なっている部分の3ケ所に正

磁極が知られている.

この地域から採取された試料から同定された79種の放

散虫の大部分は現在の海の堆積物中に見出されまた化

石群集は冷たい水を好む種と暖かい水を好む種の混合

群集である･全試料の因子分析の結果は春日累層か

ら豊里累層に向って堆積盆地が次第に浅くなりかっ

図39〃就ψ加舳"μ6〃ω刎var.

クε刎肋9o犯刎LE皿班ERM五N

x740(LING1973より)

図40亙伽仰あ冴〃舳ω1･

伽r肋舵MARTIN

×240(中世古･

菅璽予1973より)

全般的にみて水温は現在の銚子半島沖より幾分低かっ

たことを暗示している.

層位学的には次のことが重要である.

1)肋0W工泌〃〃刎α切〃刎αゴは泰目累層のまん中近くで

肋6Wκ必〃刎ωZη6r蛇勿∫θ(図40)から進化したと推定さ

れる.

2)本種は小浜累層の最上部で絶滅するまでサイズを増し続け

た.

3)L伽妙κ06y"∫加蜥ψo伽は春日累層の中部でまた

Lα榊が06Wぬ刎｡乃θ肋ψo伽は横根累層の基底部で絶

滅している.

4)工α榊抑06W挑加畑は小浜累層の中部以上に産する.

5)P伽｡o吻加刎か{舳α伽刎は小浜累層の基底部でA"一

〇卯〃舳刎"螂伽刎は横根累層のトップ近くでまた

砒yZωo〃α〃〃刎卿〃｡犯〃伽は豊里累層の基底近くで

消滅している.

6)CoZZo抄ん〃閉切ろ6伽αが出現するのは倉橋累層の中部で

ある.

以上に挙げた放散虫の種の層位的分布は深海コアに

おけるそれとよく一致している.また3つの正に帯

磁している部分は松山逆磁極期の中のO1duvaiE平

entとJarami11oEventならびに深海コアの中のBrm-

hes正磁極期にそれぞれ対比される.したがって鮮

新･更新両統の境界に春日累層の中にある.

松丸国照(埼玉大学)の講演は日本の中新統大型有

孔虫による生層位と西太平洋地区内における対比を扱

ったものであった.講演者は日本の数ヶ所の中新統に

産する大型有孔虫一般と工砂肋桝伽α(〈砂伽0Z砂批

加")(図41)および〃三〇鋤が加"(〃～o馴伽{伽)(図42)

の系統発生について研究した.それによれば大型有

孔虫によって日本の中新統は表10のように分帯される.

本表にはこの分帯とBL0w(1969)の浮遊性有孔虫に

よる分帯ならびにvander耽醐KandUM蝸｡冊�
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表10日本における大型有孔虫化石群集帯と浮遊性有孔虫化肩帯およびLetterStagesとの関係

�日本における大型有孔虫化石帯�Le七ter

浮遊性有孔虫化石帯��Stages

N9-N1則?�Mユ｡gypsina(幽)kotoi挫�Tf2･

�ば敲��������橡灯���湯�

N7?一N8�幽(幽旦)kotoik◎toi�Tf1

�一Lepidocycユエna(Nehro1epidina)�

�慰潮楣�慰潮楣慚潮�

N5?一N6?�BarrenZone�?

舳一N5?�幽(M■oypsinoideS)挫�Te5

�.幽･幽Zone�

(MATsU皿ARU1976より)

(1927),LEUP0LDandvanderVL醐K(1931)祖どのレ

タｰによる階との関係も示されている.

B.箆類その他の大型無脊椎動物

増田孝一郎(宮城教育大学)は北太平洋域の新第三系

産のイタヤガイ科に関する多年の研究の成果について講

演した.よく知られているようにイタヤガイ科に新

第三系層位学にとってもっとも重要狂グルｰプの1つで

ある.イタヤガイ科は一生の聞に浮遊性の段階および

定着性の段階を経過して底棲の段階に至るので広く分

散するのに適しているぱかりでなく新しい棲息場所へ

入植ひいては種の分化に適している.またイタヤ

ガイ科の貝殻は他の種類の貝殻がモｰルドやキャスト

になっている場合でも保存されていることが多い.

北太平洋地域の新第三系産のイタヤガイ科の中では

肋伽砂ε碗犯(図43),M加泌砂3ε蛇刎,Yα5砂ε碗〃,8wぴか

μ6肋,月｡グ砂θ6棚(図9),およびαZα刎ツ3伽伽洲み

が東アジアと北アメリカの間の対比に重要である.

泣ぜならそれらは日本列島樺太カムチャツカア

ラスカおよび北アメリカの西岸地方に広く知られて

いるからである.

図42〃{og砂5切ωの1種〃εo馴が{伽(〃三〇一

馴が伽ω)居｡'o{ノψo〃ωUJII危x19

(HAN巧ムwム1935より)

肋伽ψ8･肋(図43)は北太平洋の現在の海から

そして北アメリカの西部日本樺太およびカムチ

ャツカの第三系および第四系から記録されているがほ

かからは知られていない.講演者増田(1963)によっ

て指摘されているように日本の化石種および魂生種で

従来肋伽ψθc肋とされていたものは北アメリカの

肋肋ψκ'伽とはちがっており"加泌ψθ肋〃という

新属が提示されている.ワシントン州のMontesano累

層からADDIc0TT(1966)によって肋伽｡μ6あzn.sp.

として記録されたものは"湖んψ6腕κの新種である

(増田1971).模式的な肋伽ψ66切は北アメリカ

西部の第三系に多産するが唯一の現生種肋伽0μ6肋

6伽伽刎はサンフランシスコ湾の北部からだけ知られて

おり本属は通常西海岸の｡oo1wateエの指示者と考え

られている.講演者カミかつて指摘している(増田19

63)ように肋肋ψθ･肋の祖先と放った集団はアジ

アから移動してきたものでは匁い.日本の第三系には

〃湖1功66施〃が多産するが更新統に産するのは2種

だけでありまた観生種は北日本に1種だけが知られて

図41

工砂"0〃`=1切ωの1

種1｡ψ〃｡〃6伽α

(N砂伽0Z砂倣伽)

加φo〃ωYABE

��

A:中央横断面

B:縦断面

(半沢1968より)�
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いる.樺太およびカムチャツカから記録されたP脇一

η0μ6肋の大多数は"洲んψ66腕に帰せられるべき

ものであろう.そして肋伽0μC物は太平洋域の西

縁部には見出されないかも知れない.

Montesano累層産のイタヤガイ科についてADDIc0TT

および講演者(1970)はPθc物60"0切はA伽曲刎

ではなくY泌柳6腕であることを指摘した.これは

北太平洋東部におけるY励砂6腕〃の最初の記録である一

それまでyα妙θ0腕は北日本の下部鮮新統だけから知

られていた.それに伴う動物群から判断すると北日

本の下部鮮新統は｡oo1waterの環境下で堆積した.

Yαろψ6腕｡oη6o〃に伴う動物群はMontesano累層も

下部鮮新統であることを暗示している.このような地

質学的記録および広い分布からγ励砂κ肋は北部環太

平洋地域における対比に相当な意義を有する.今後

y励砂θ6肋は樺太カムチャツカアラスカおよび東

太平洋沿岸のその他の地区からも発見されるであろう.

8ω肋θ6肋の産するもっとも古い地層は北日本の

中部中新統でありまた北あメリカ西海岸沿いの地方

で8ωψ桝6肋が初めて出現したのはアラスカにおけ

るYakataga累層である.それ敗北アメリカ西海岸

沿いの地方から産する8舳伽86肋はアジアから移住

してきたものと思われる.

小高民夫および野田浩司(1967)が本州北部の中部中

新統の小河原累層から月0κ伽6物屋舳06∫助郷{∫を記載

するまではハ0κ伽6肋属は北日本の重要な鮮新世の

イタヤガイ類と考えられていた.日本産の3種のハ0件

妙θ6腕の中で亙滅励ω肋はもっとも重要な種であ

る.本種は地質学的分布が限られておりまた本州北

部から北海道･樺太を経てカムチャツカに至る広域にわ

たって分布している.北樺太およびカムチャツカから

は数種のハ0ブ砂θ6肋が記載されておりまたアラスカ

からも本属の2種が記載されている.環北太平洋地域

においてこのような分布を示す月0ブ砂θ6腕は日本か

ら移住したものである.

C肋舳ツ∫c0∫伽η∫{8が初めて出現するのは北日本の中

部中新統で本種の祖先型と考えられるC603伽郷ゐ

ん伽湖ω〃は日本の下部中新統から知られている.C･

C05伽〃5主∫は中期中新世から前期鮮新世に向ってよ

り冷たい水を好む貝類の増加に伴なって産出頻度を増し

ている.CC0∫伽〃3'5は日本海沿いの地方および関東

地方の下部鮮新統から数多く記録されている(増田19

62).本種はまた北樺太カムチャツカおよびアラス

カからも記録されている(増田1973;S工畑LNIK0YA,

図43肋吻｡μ肋〃の1種肋伽ψ励例ツ舳｡舳56舳α肋一

句閉肋脇伽あMムsUDムxO.6

(MムsUDA1962より)

1975).アラスカ産の本種は前期鮮新世に日本からカム

チャツカを経由して移住したものと講演者は考えている.

大きくみると日本の第三紀にはイタヤガイ科が著し

く発展した時期が2つある(増田1962).このような

時期には属や亜属カミ急に出現し個体変異が著しく匁

りまた種の分化が起る.この不安定な2つの時期は

前期中新世および前期鮮新世である.同様のことは

北アメリカの西岸のイタヤガイ科や日本のキリガイダ

マシ科およびフネガイ科等にも認められる.環太平洋

地域においては新第三紀の初期から終期に向って水

温は徐々に低下しそれに伴って"洲んψθ6功あるい

はP励肋ψ66腕の種の数が減っている.このような

北太平洋の両側におけるイタヤガイ科の地質学的時間の

進行に伴う減少は環境の変化によって説明されるであ

ろう.したがって日本の下部鮮新統を北樺太のP0･

myr統カムチャツカの上部Kawan統アラスカの

Tachi1皿i累層およびUnga累層ワシントン州の

M1㎝tesano累層に対比することにはそれだけの理由が

ある.このような北太平洋域における鮮新世の諾累層

の対比は他の貝類群集および微化石によっても支持さ

れるであろう.

小高民夫(東北大学)はキリガイダマシ類の系統発生

に基づく汎世界的な対比に関する多年にわたる研究の成

果について講演した.それによればキリガイダマシ

科は系統発生上孤立したグルｰプであり白亜紀から第

三紀にかけてその中で広く分散した･自然分類にお

いてはこれは多くのロｰガノレ化した属によって反映さ�



図44

Tωrグ〃εZZω(N30.

加伽肋伽r)∫αゐん･

伽刎ゐY0K0n皿ム

��

(K0TムKム1959よ

り)

図45

"〃伽肋(〃ω･

乃"勿∬'ω言0r)勿〃6ε.

郷{∫0TUKA×1.4

(KoTAKム1959よ

り)

れているのであろう･キリガイダマシ科の5つの亜科

の中ではキリガイダマシ亜科がもっとも大きく時間

的にも空間的にも世界的に広く分布している.その分

散の過程にはたとえば北日本における丁鮒7伽蛎

5αゐ肋吻∫ゐ(図44)一丁伽ゐ〃3ゐ(図45)Bioseries,

ニュ』ジｰランドにおけるZθκoψα5肋αωα伽3ゐ一Z

ゐ砺Biose工ies,カリフォルニアにおけるT〃げ伽〃α

刎00め{一τ60ψθ"Bioseries,および地中海地域にお

ける丁鮒ブ伽παか{ωブ初α広α一丁二〇〇舳〃舳ゐBioseries

のようないくつかのロｰカル往生系列(bioseries)が

確立されている.

これらの系統発生系列(Phy1ogeneticseries)あるい

は生系列のすべては新期新生代を通じ｡て行なわれた螺

層表面上の第2次および第3次の螺旋状装飾の数と強さ

の増加によって表現されている.この類似性は各生

系列の中で同時に行なわれた平行進化の現象であると思

われる･現在螺旋状装飾の発達の生理学的意義およ

び機構は完全に知られていないが世界的注海水温の低

下あるいは世界的な海水準の変化によってひき起され

た海域の法化が螺旋の数における急激な多様化に反映し

ておりまたこの境界が鮮新一更新境界に大体対応する

ことは強調されてよかろう､

NELs0N(カリフォノレニア大学)の講演は北太平洋の

新第三系にみられる巻貝地ψ肋〃ω属(えぞぼらの仲

間)に関するものであった.寒いところを好む巻貝

ル桝伽伽は種類を選ばぬ食肉性で環境に応じて異

種の生活ができたくましく形態の変化に當み初期

中新世以後北太平洋北部およびそれに隣るべ一リング

海の浅海帯および上部半深海帯に広く分布した.艀北

後は完全な表生の(epifauna1,砂などの底質中にもぐら

ない)遊泳者であるが彼等の空間的な分布はともに

浮遊性の幼生期をもつ肋5伽6肋および吻αのそれを

反映している.

成殻の初層の上の一次螺旋状肋の形と配置によって本

属はN(G0倣0切α),N(8竈〃C0砂ん0),N(Nφ肋〃α),

および新しい未命名の亜属の4つの亜属群に分けられる.

ルμ伽6αは初期漸新世に北日本および樺太沖で発生

しかつそれと同緯度の海で進化したらしい.その子孫

は進化しながら北方へ移動した.もっとも古いル粋

舳ω?は本州樺太およびKarag三n島に産する.

N(Go倣｡切α)の仲間は初期中新世に南カムチャツカに

達した.明確なム砂舳6αが最初に多数出現するのほ

本州北海道樺太千島カムチャツカおよび南東

アラスカの中部中新統の基底部である.

新第三紀の地μ舳ωでは種の分散がより活発に行

たわれたのは北太平洋地区西部で初期鮮新世に最大に

達したが北太平洋地区東部ではピｰクは後期鮮新世

に見られる｡分類学上の分散は第四紀を通してこれら

地区では本質的に同じ程度であった.北太平洋一べ一

リング海地区では本属の分化が最大に達したのは完新

世に入ってからであった.N｡(Go脇｡がα)およびN.

(8〃Z603伽0)の両亜属は中新世には亙(ルμ伽ω)

ほど種の分化をしなかった･新第三紀のN(8〃603全

μ0)が東･西の北太平洋地区で最大の分化を示したの

は初期鮮新世であるがN(G0脳㈹{α)が最大の分化を

したのは初期および後期鮮新世である.北太平洋西部

では凡(N砂肋〃α)仰伽z倣刀ぬの一族の分化のピ

ｰクは後期中新世であったが同東部ではそのピｰクは

完新世に入ってからである.N(N)加物の一族の

分化は北太平洋周縁部ではより一様であったが東部で

は初期鮮新世にそして西部では後期鮮新世に最大の分

化を示した･新亜碍の一族に既命名の3種を含み北

本州の初期鮮新世に出現し現在は日本海および本州北

部から南樺太にいたる北太平洋に棲息している.

W(Go脇｡η加)およびN(8〃Z60曲ん0)はそれぞ

れ前･中期中新世および中･後期中新世に北太平洋地�



一43一

区において亜北極帯全域にわたって分布していた.そ

の後はこれら両亜属のグノレｰプに属する種および亜種は

凡(ルμ舳伽)の一族よりも亜北極帯の東西に大き

な分離を示しまた現在ではN(地μ伽3")よりも

北太平洋内の南にまで棲息している.凡(N砂切〃α)

加物の一族は中期中新世以来またN(N)仰心伽

荻ηぬのそれは後期中新世あるいは前期鮮新世以来亜

北極帯に広く分布していた.そして後期鮮新世以後

はこれら両族はべ一リング海における陸棚を占拠してし

まった.v(N)庇抄伽の仲間は後期鮮新世およ

び第四紀にはべ一リング海および北太平洋西部の最北

部においてはN｡(W.)60〃α伽だけによって代表され

ている.1〉1(8〃｡功ん｡)の仲間およびN.(W.)

伽肋とN(1〉二)庇桝肋の一族は後期鮮新世およ

び第四紀には北極圏北大西洋および酉地中海にお

図46

Nψ肋〃ω(Nψ肋〃ω)1ツ閉切(GM肌IN)

硏�

(日本動物図鑑昭和29年版による)

ける底棲群の中に座を占めた.

参考までに述べるとわが国から知られている現生の

地μ舳ω(広義)はおよそ20種類でその代表的なもの

カミ北海道産のN(ルψ肋〃ω)伽α吻(GM由IN)(エゾ

ボラ図46)である.(以下次号)

〔31頁からつづく〕

とは異なる.斑岩と言ってもむしろ火山岩に近いもの

まであってそれらが著しい熱水変質をうけ錫石が鉱染

する.錫石は非常に微細でそれが数億トン以上の鉱

量が確認されながら企業化の見通しが定かでたい最大

の理由とのことであった.

エルツゲビルゲの鉱床は著しくFに富みペグマタイ

トキャップを伴う非常に静かな環境で花筒岩質マグマが

固結したものと思われるがポトシではFはほとんど伴

わず代りにB(電気石)が著しく多くかつ角礫パイ

プが主要鉱体となるなど激しい構造運動と火山作用の

産物である.すなわち両者は全く異質であることが

判明した点を感想としてのべておきたい.

3イギリスの国土保全業務の一端について

イギリスでは地質学の歴史が古くかつ国が小さいた

めに岩石･土壌を含めた国土調査カミ著しく進んでいるこ

とはこれまで本誌にも何回か紹介された.河川堆積物

の重金属を測定し重金属地化学図を作成するプロジェ

クトについてはすでに地化学探査の分野で広く紹介され

ているが昨今では火成岩や堆積岩の主成分･微量成分

に関しても電算器を使用する数学的処理が日常業務と

しておこ校われており学会発表にもその様在論文が多

く我国の学会発表と著しく様子を異にしている.

この分野において最も著名祖業績はインペリアルカ

レッジのウェブ教授のグルｰプによる北アイルランドの

4800試料･18成分分析に基づく重金属分布図の作成であ

ろう.この図は重金属濃度が桝目に色により表示され

かつ結果の公表を専門雑誌にとどめることなく商業べ

一スの地図巾占にも編入した点で画期的であり人々の眼

を奪った.

この様な研究は本来地化学探査の“つめ"の仕事であ

るが農業･公害･国民生活の管理に重要恋基礎デｰタ

を提供するもので事実Cu･Ph･Zn狂どの重元素は

工業化カミ造んだ都市部に著しく濃集する.またデｰタ

処理とくに地質情報の自動図化の技術確立のためにも

おこなわれたと同教授はのべている.

同グルｰプは近年イギリス全土をカバｰするためにイ

ングランドを中心とする主部について同じ作業を進めて

いる.サンプリングは学生30名を動員して一回の夏休

み期間におこなわれ河川の最上流部からの1S■Order

streamsedimentsが5万個集められた.流水下で最

上層の泥を100m離して2ケ所から採集し合せたもの

で一点を代表させ80メッシュ以下の泥を分析に用いる.

分析は40チャンネルの自動発光分析装置によりおこなわ

れた.結果は今年の4月に色地図として出版される.

同様な業務は地質研究所(IGS)でも対象物を拡げ

ておこ扱っており図幅の単位で結果を公表するそうで

ある･ここでは値の絶対値も判読できるように分析値

が処理されており国立研究機関として完成図の見映え

よりも多目的な利用価値を考慮している.ここでも第

1号の出版を今年の4月に予定しており本稿が掲載さ

れる頃には共に出版されているであろう.�


